
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

味の素株式会社(社長：中村 茂雄 本社：東京都中央区)はこの度、経済産業省

と株式会社東京証券取引所が共同で選定する「サステナビリティ・トランスフォー

メーション銘柄(SX銘柄)2025」に選定されました。 

 

SX(サステナビリティ・トランスフォーメーション)とは、社会のサステナビリ

ティと企業のサステナビリティを同期化させ、そのために必要な経営・事業変革を

行い、長期的かつ持続的な企業価値向上を図っていくための取り組みです。「SX

銘柄」は、SXを通じて持続的に成長原資を生み出す力を高め、企業価値向上を

実現する先進的企業群を選定・表彰するもので、当社はSX銘柄が発足した昨年に

引き続き２年連続の選定となります。 

 

選定にあたって、下記の3点が高く評価されました。 

⚫ 「アミノサイエンス®」という独自の競争優位性を活かした 将来のビジネスモデルを構築し、

ASV(Ajinomoto Group Creating Shared Value)実現に向け、2050年を見据えた長期視点・マルチステー

クホルダー視点でマテリアリティを特定。パーパス・マテリアリティ・各実行戦略の一貫性が確認でき、

ASV経営の一層の加速・進展が見られる。 

⚫ 環境負荷の削減と健康寿命の延伸という2つのアウトカムを通して、志(パーパス)である「アミノサイエンス®

で人・社会・地球のWell-beingに貢献する」ことを実現するというストーリーを構築している。 

⚫ 人財領域においては、「つなげる」というコンセプトの下、グローバルで“志” “多様性” “挑戦” “Well-being”

の観点から施策を展開している。また、領域をまたいで知的財産を強化し、複数事業に共通する競争優位

の源泉としている。 

 

当社グループでは「アミノサイエンス®で人・社会・地球のWell-beingに貢献する」を志(パーパス)として、

2030年までに10億人の健康寿命を延伸し、環境負荷を50％削減するというアウトカムを目標として掲げて

います。志(パーパス)を実現する取り組みとして、事業を通じた社会価値と経済価値の共創を図る

ASV(Ajinomoto Group Creating Shared Value)経営を進化させ、ASV経営を実現するガバナンス体制のも

とで、ネガティブインパクトの低減とポジティブインパクトの創出拡大を進め、飛躍的・継続的に企業価値

を向上させていきます。 

 

 

 参 考  

【SX銘柄について】 

https://www.meti.go.jp/press/2025/05/20250514001/20250514001.html 

味の素株式会社・味の素グループの詳細は味の素株式会社 ～Eat Well, Live Well.～ 

本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先：Pr_media 

 

2025年5月14日 

味の素㈱、「サステナビリティ・トランスフォーメーション銘柄

（SX銘柄)2025」に選定 

～昨年に引き続き2年連続～ 

https://www.meti.go.jp/press/2025/05/20250514001/20250514001.html
https://www.ajinomoto.co.jp/
https://user.pr-automation.jp/pr-automation/coverage_request.php?key=6nqh4A9ZjhgUto3QypZK_w%3D%3D

